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(57)【要約】
【課題】ヒートポンプを備えた衣類乾燥装置であって、
乾燥効率を向上させることが可能な衣類乾燥装置を提供
する。
【解決手段】衣類乾燥装置は、ヒートポンプ７１と乾燥
室と空気循環経路６０とを備えている。ヒートポンプ７
１は、圧縮機１４と凝縮器１５と絞り部１６と蒸発器１
７と冷媒配管１８とを含む。冷媒配管１８は、圧縮機１
４、凝縮器１５、絞り部１６、および、蒸発器１７の順
に冷媒が循環するように、圧縮機１４と凝縮器１５と絞
り部１６と蒸発器１７とを連結する。衣類乾燥装置は、
空気循環経路６０を循環する乾燥用空気のうち、蒸発器
１７を通過した乾燥用空気の一部を凝縮器１５に流通さ
せ、蒸発器１７を通過した乾燥用空気の他の一部を凝縮
器１５に流通させずに衣類乾燥装置の外部に排出させる
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒を圧縮して冷媒の温度を上昇させる圧縮機と、前記圧縮機によって圧縮された冷媒
と空気とを熱交換させることによって空気を加熱させる凝縮器と、空気を加熱させた冷媒
の圧力を減圧する絞り部と、減圧された冷媒と空気とを熱交換させることによって空気を
冷却させる蒸発器と、前記圧縮機、前記凝縮器、前記絞り部、および、前記蒸発器の順に
冷媒が循環するように、前記圧縮機と前記凝縮器と前記絞り部と前記蒸発器とを連結する
冷媒配管と、を含むヒートポンプと、
　被乾燥対象物を収納し、前記凝縮器で加熱された空気が供給される乾燥室と、
　前記乾燥室、前記蒸発器、前記凝縮器、および、前記乾燥室の順に空気が循環するよう
に、前記ヒートポンプと前記乾燥室とに接続された空気循環経路とを備えた衣類乾燥装置
であって、
　前記空気循環経路を循環する乾燥用空気のうち、前記蒸発器を通過した乾燥用空気の一
部を前記凝縮器に流通させ、前記蒸発器を通過した乾燥用空気の他の一部を前記凝縮器に
流通させずに当該衣類乾燥装置の外部に排出させる、衣類乾燥装置。
【請求項２】
　前記空気循環経路のうちの前記乾燥室と前記蒸発器との間の部分に形成された流出口を
有し且つ前記空気循環経路から前記流出口を介して前記空気循環経路の外部に空気を流出
させる空気流出路をさらに備え、
　前記空気循環経路は主流路を有し、
　前記主流路においては、乾燥用空気は少なくとも前記凝縮器を通過し、
　前記蒸発器は、前記主流路に配置され且つ前記主流路を流れる空気を冷却させる第１の
蒸発器部分と、前記空気流出路に配置され且つ前記空気流出路を流れる空気を冷却させる
第２の蒸発器部分とを有している、請求項１に記載の衣類乾燥装置。
【請求項３】
　前記凝縮器で加熱された空気を前記乾燥室へ送風する第１の送風機と、
　前記空気流出路に配置され、前記第２の蒸発器部分で冷却された空気を前記空気循環経
路の外部へ送風する第２の送風機とをさらに備えた、請求項２に記載の衣類乾燥装置。
【請求項４】
　前記圧縮機と前記凝縮器と前記絞り部と前記第１の蒸発器部分と前記第２の蒸発器部分
とは、前記圧縮機、前記凝縮器、前記絞り部、前記第２の蒸発器部分、および、前記第１
の蒸発器部分の順に冷媒が循環するように、前記冷媒配管によって連結されている、
請求項２または請求項３に記載の衣類乾燥装置。
【請求項５】
　前記空気循環経路のうちの前記蒸発器と前記凝縮器との間の部分に形成された流出口を
有し且つ前記空気循環経路から前記流出口を介して前記空気循環経路の外部に空気を流出
させる空気流出路をさらに備えた、請求項１に記載の衣類乾燥装置。
【請求項６】
　前記凝縮器で加熱された空気を前記乾燥室へ送風する第１の送風機と、
　前記空気流出路に配置され、前記蒸発器で冷却された空気を前記空気循環経路の外部へ
送風する第２の送風機とをさらに備えた、請求項５に記載の衣類乾燥装置。
【請求項７】
　前記空気循環経路のうちの前記蒸発器と前記凝縮器との間の部分に形成された流入口を
有し且つ前記空気循環経路の外部から前記流入口を介して前記空気循環経路に空気を流入
させる空気流入路をさらに備えた、
請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載の衣類乾燥装置。
【請求項８】
　前記空気流入路に配置され、前記空気循環経路に流入させる空気の量を調整する開閉部
をさらに備えた、請求項７に記載の衣類乾燥装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には衣類乾燥装置に関し、特定的には熱源としてヒートポンプを用い
た衣類乾燥装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒートポンプを備えた衣類乾燥装置として、例えば、特開２００４－２１５９４３号公
報（特許文献１）に記載された衣類乾燥機、特開２００９－６１１６３号公報（特許文献
２）に記載された衣類乾燥機、または、特許第４６０２１０９号公報（特許文献３）に記
載された乾燥機が従来から知られている。
【０００３】
　一般的に、ヒートポンプを備えた衣類乾燥装置において、ヒートポンプは、冷媒を圧縮
する圧縮機と、圧縮後の高温高圧の冷媒の熱を周囲に放出する凝縮器と、高圧の冷媒を減
圧する減圧手段と、減圧された低圧の冷媒によって周囲から熱を奪う蒸発器と、循環装置
とを含んでいる。循環装置は、圧縮機と凝縮器と減圧手段と蒸発器とを連結した管状部材
によって構成されている。冷媒は、循環装置を循環する。また、ヒートポンプを用いた衣
類乾燥装置は、乾燥対象の衣類を収容した乾燥室と、乾燥用空気を循環させる循環風路と
を備えている。循環風路は、凝縮器と乾燥室との間と、乾燥室と蒸発器との間と、蒸発器
と凝縮器との間とを乾燥空気が循環するように、構成されている。
【０００４】
　ヒートポンプを備えた衣類乾燥装置において、圧縮機によって圧縮された冷媒ガスは、
高温化且つ高圧化されて圧縮機から吐出される。凝縮器においては、圧縮機から吐出され
た冷媒ガスと凝縮器を通過する空気とが熱交換する。これにより、凝縮器を通過する空気
が加熱される。この加熱された空気が乾燥室に送風されることにより、被乾燥対象物に含
まれる水分の蒸発が進行する。
【０００５】
　循環風路において凝縮器を通過する際に加熱された乾燥用空気は、乾燥室に送られて衣
類を乾燥させる。衣類の乾燥に用いられた空気は、水分を蒸発させるために必要な熱量を
顕熱として衣類に与える。そのため、乾燥室に送風された空気の温度は、乾燥室を通過す
る際に低下する。しかしながら、乾燥用空気は、乾燥室を通過する際に、衣類に含まれる
水分から水蒸気を吸収することにより、衣類に与える熱量と略同等の熱量を有する潜熱を
衣類から得る。このように、乾燥用空気のエンタルピは、乾燥用空気と衣類とが接触する
前後で維持される。
【０００６】
　次に、乾燥に用いられた空気つまり乾燥室から蒸発器に流れてきた空気の熱量が蒸発器
で吸収されることにより、蒸発器に流れてきた空気の温度が露点以下まで低下し、空気に
含まれる水が蒸発器によって取り除かれる。そして、乾燥用空気が凝縮器で再度加熱され
て、凝縮器、乾燥室、および、蒸発器の順に乾燥用空気が循環することにより、衣類の乾
燥が進行していく。
【０００７】
　一方、冷凍サイクルの観点において、凝縮器で冷媒が空気に与える熱量は、蒸発器で冷
媒が得た熱量と、圧縮機を駆動するために外部から加えられた電力との和である。そのた
め、ヒートポンプを用いた衣類乾燥装置では、当該衣類乾燥装置の運転が続けられる場合
に、当該衣類乾燥装置の外部へ自然に放出される熱量と、圧縮機に外部から加えられた電
力との差だけ当該衣類乾燥装置全体のエネルギーが増加する。当該衣類乾燥装置全体のエ
ネルギーが増加することに伴って、ヒートポンプの冷媒のエネルギーも増加する。つまり
、冷媒の温度と圧力とが上昇する。
【０００８】
　しかしながら、冷媒の圧力が圧縮機の過負荷の上限値に達する場合には、安全装置を作
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動させることによって当該衣類乾燥装置の運転を停止させる必要がある。そのため、当該
衣類乾燥装置の運転の途中で、当該衣類乾燥装置全体のエネルギーの上昇を抑制する必要
がある。
【０００９】
　例えば特開２００４－２１５９４３号公報（特許文献１）に記載された衣類乾燥機にお
いては、循環風路のうちの乾燥室と吸熱機（つまり蒸発器）との間の部分に、流出口が形
成されている。乾燥用空気の一部が流出口から当該衣類乾燥機の外部に排出されることに
より、当該衣類乾燥機の全体のエネルギーの上昇が抑制されている。
【００１０】
　一方、特開２００９－６１１６３号公報（特許文献２）に記載された衣類乾燥機は、乾
燥運転の中期から後半においては、衣類からの水分蒸発量が減ることから、循環装置にお
いて蒸発器の冷媒の出口の温度と入口の温度との差を大きくするように減圧手段によって
冷媒の流量を絞ることにより、蒸発器の除湿能力をやや低下させている。また、乾燥運転
の中期から後半においては、蒸発器の除湿能力をやや低下させるとともに、圧縮機の運転
周波数を低下させている。このような対策により、当該衣類乾燥機の外部から加えられる
電力が低減されるため、当該衣類乾燥機の全体のエネルギーの上昇が抑制されている。ま
た、特開２００９－６１１６３号公報（特許文献２）に記載された衣類乾燥機は、衣類か
らの水分の蒸発にエネルギーを使用し、且つ、除湿に係るエネルギーの使用量を減らすこ
とにより、乾燥運転に係る全体としてのエネルギーの使用量を低下させ、乾燥速度を低下
させることなく、消費電力量を低減することが可能である。
【００１１】
　特許第４６０２１０９号公報（特許文献３）に記載された乾燥機では、循環風路のうち
の蒸発器と凝縮器の間に流入口を形成することにより、この流入口を介して当該乾燥機の
外部から空気を流入させ、蒸発器を通過することによって冷却された空気の温度を上昇さ
せている。これにより、当該乾燥機の外部から流入された空気が、蒸発器にて無駄に冷却
されることが回避されている。一方、特許第４６０２１０９号公報（特許文献３）に記載
された乾燥機において、循環風路に形成される流出口は、循環風路のうちの回転ドラム（
つまり乾燥室）と蒸発器との間に形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２００４－２１５９４３号公報
【特許文献２】特開２００９－６１１６３号公報
【特許文献３】特許第４６０２１０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上述のように、特開２００９－６１１６３号公報（特許文献２）に記載された衣類乾燥
機は、圧縮機の圧縮能力を低下させることによって衣類乾燥機全体のエネルギー上昇を抑
制している。しかしながら、特開２００９－６１１６３号公報（特許文献２）に記載され
た衣類乾燥機は、乾燥効率を向上させることについて考慮されたものではなかった。
【００１４】
　一方、特開２００４－２１５９４３号公報（特許文献１）に記載された衣類乾燥機と、
特許第４６０２１０９号公報（特許文献３）に記載された乾燥機とは、乾燥用空気の一部
を外部に排出することにより、全体のエネルギーの上昇を抑制している。特開２００４－
２１５９４３号公報（特許文献１）に記載された衣類乾燥機において、乾燥用空気の一部
を外部に排出するための流出口は、循環風路のうちの乾燥室と吸熱機（つまり蒸発器）と
の間の部分に形成されている。また、特許第４６０２１０９号公報（特許文献３）に記載
された乾燥機において、循環風路に形成される流出口は、循環風路のうちの回転ドラム（
つまり乾燥室）と蒸発器との間に形成されている。これらのように、循環風路のうちの乾
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燥室と蒸発器との間の部分に流出口が形成された構成は、乾燥室を通過した後の空気の熱
量が蒸発器で回収される前に排出されるため、乾燥効率の向上には繋がらない。
【００１５】
　そこで、本発明の目的は、ヒートポンプを備えた衣類乾燥装置であって、乾燥効率を向
上させることが可能な衣類乾燥装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明に従った衣類乾燥装置は、ヒートポンプと、乾燥室と、空気循環経路とを備えて
いる。ヒートポンプは、圧縮機と、凝縮器と、絞り部と、蒸発器と、冷媒配管とを含む。
圧縮機は、冷媒を圧縮して冷媒の温度を上昇させる。凝縮器は、圧縮機によって圧縮され
た冷媒と空気とを熱交換させることによって空気を加熱させる。絞り部は、空気を加熱さ
せた冷媒の圧力を減圧する。蒸発器は、減圧された冷媒と空気とを熱交換させることによ
って空気を冷却させる。冷媒配管は、圧縮機、凝縮器、絞り部、および、蒸発器の順に冷
媒が循環するように、圧縮機と凝縮器と絞り部と蒸発器とを連結する。
【００１７】
　乾燥室は、被乾燥対象物を収納する。乾燥室には、凝縮器で加熱された空気が供給され
る。空気循環経路は、乾燥室、蒸発器、凝縮器、および、乾燥室の順に空気が循環するよ
うに、ヒートポンプと乾燥室とに接続されている。また、本発明に従った衣類乾燥装置は
、空気循環経路を循環する乾燥用空気のうち、蒸発器を通過した乾燥用空気の一部を凝縮
器に流通させ、蒸発器を通過した乾燥用空気の他の一部を凝縮器に流通させずに当該衣類
乾燥装置の外部に排出させる。
【００１８】
　本発明に従った衣類乾燥装置によれば、乾燥用空気の一部は、蒸発器を通過した後に当
該衣類乾燥装置の外部に排出される。このように、乾燥用空気が当該衣類乾燥装置の外部
に排出される前に、乾燥用空気の熱量が蒸発器で回収されることにより、ヒートポンプの
冷媒の温度と圧力とを維持することができる。そのため、本発明に従った衣類乾燥装置に
よれば、乾燥効率を向上させることが可能である。
【００１９】
　本発明に従った衣類乾燥装置は、空気流出路をさらに備えていることが好ましい。空気
流出路は、空気循環経路のうちの乾燥室と蒸発器との間の部分に形成された流出口を有し
ていることが好ましい。また、空気流出路は、空気循環経路から流出口を介して空気循環
経路の外部に空気を流出させるものであることが好ましい。また、本発明に従った衣類乾
燥装置において、空気循環経路は主流路を有していることが好ましい。主流路においては
、乾燥用空気は少なくとも凝縮器を通過する。さらに、本発明に従った衣類乾燥装置にお
いて、蒸発器は、第１の蒸発器部分と第２の蒸発器部分とを有していることが好ましい。
第１の蒸発器部分は、主流路に配置され且つ主流路を流れる空気を冷却させるものである
ことが好ましい。第２の蒸発器部分は、空気流出路に配置され且つ空気流出路を流れる空
気を冷却させるものであることが好ましい。
【００２０】
　この構成によれば、空気循環経路を流れる乾燥用空気の一部は、主流路に配置された第
１の蒸発器部分を通過した後に凝縮器を通過する。また、空気循環経路を流れる乾燥用空
気の他の一部は、空気循環経路から流出口を介して空気流出路に流出する。空気流出路に
流出した乾燥用空気は、第２の蒸発器部分を通過した後に当該衣類乾燥装置の外部に排出
される。このように、この構成によれば、乾燥用空気が当該衣類乾燥装置の外部に排出さ
れる前に、空気流出路に配置された第２の蒸発器部分で乾燥用空気の熱量を回収すること
ができる。これにより、ヒートポンプの冷媒の温度と圧力とを維持することができる。
【００２１】
　本発明に従った衣類乾燥装置は、第１の送風機と第２の送風機とをさらに備えているこ
とが好ましい。第１の送風機は、凝縮器で加熱された空気を乾燥室へ送風するものである
ことが好ましい。第２の送風機は、空気流出路に配置されていることが好ましい。また、
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第２の送風機は、第２の蒸発器部分で冷却された空気を空気循環経路の外部へ送風するも
のであることが好ましい。
【００２２】
　この構成によれば、第１の送風機により、空気循環経路において乾燥用空気を安定的に
循環させることができる。また、乾燥用空気を流出させるために必要な十分な静圧差が、
第２の蒸発器部分の前後において生じていない場合でも、第２の送風機の作動により、必
要な量の乾燥用空気を当該衣類乾燥装置の外部に排出することができる。
【００２３】
　本発明に従った衣類乾燥装置において、圧縮機と凝縮器と絞り部と第１の蒸発器部分と
第２の蒸発器部分とは、圧縮機、凝縮器、絞り部、第２の蒸発器部分、および、第１の蒸
発器部分の順に冷媒が循環するように、冷媒配管によって連結されていることが好ましい
。
【００２４】
　一般的に、蒸発器の内部において冷媒が気液二相を維持し、蒸発器の出口において全て
の冷媒を蒸発させることができる場合には、蒸発器の熱交換効率を最大限に発揮すること
ができる。しかしながら、圧縮機が液状の冷媒を吸い込むことを回避する必要があるため
、蒸発器の出口よりも上流側で冷媒の蒸発を完了するように絞り部の開度等が制御される
。そのため、蒸発器の最終段では、熱交換性能が低下する。
【００２５】
　一方、本発明に従った衣類乾燥装置の構成によれば、蒸発器の最終段を含む第１の蒸発
器部分が、冷媒配管によって第２の蒸発器部分に接続されている。これにより、蒸発器の
最終段が第２の蒸発器部分に含まれないように、ヒートポンプを構成することができる。
すなわち、通常の制御範囲において、第２の蒸発器部分には、熱交換性能が低下する部分
が含まれない。そのため、空気流出路を流通する空気は、空気流出路から当該衣類乾燥装
置の外部に流出される空気の熱量が第２の蒸発器部分において十分に回収されたうえで、
当該衣類乾燥装置の外部に流出される。すなわち、本発明に従った衣類乾燥装置の構成に
よれば、蒸発器のうちの第２の蒸発器部分によって十分に熱交換された空気が当該衣類乾
燥装置の外部に流出される。言い換えると、十分に熱交換されなかった空気が当該衣類乾
燥装置の外部に流出されることを回避することができる。このように、本発明に従った衣
類乾燥装置の構成によれば、蒸発器の最終段を含まない第２の蒸発器部分によって空気が
十分に熱交換されるとともに、最終段を含む第１の蒸発器部分によっても乾燥用空気が熱
交換されるため、第１の蒸発器部分と第２の蒸発器部分とよって乾燥用空気の熱量を確実
に回収することができる。
【００２６】
　本発明に従った衣類乾燥装置は、空気流出路をさらに備えていることが好ましい。空気
流出路は、空気循環経路のうちの蒸発器と凝縮器との間の部分に形成された流出口を有し
ていることが好ましい。また、空気流出路は、空気循環経路から流出口を介して空気循環
経路の外部に空気を流出させるものであることが好ましい。
【００２７】
　この構成によれば、空気循環経路を流れる乾燥用空気の一部は、蒸発器を通過した後に
凝縮器を通過する。また、空気循環経路を流れる乾燥用空気の他の一部は、蒸発器を通過
した後に流出口を介して空気流出路に流出する。空気循環経路から空気流出路に流出した
乾燥用空気は、当該衣類乾燥装置の外部に排出される。また、この構成によれば、ヒート
ポンプにおいて、蒸発器および冷媒配管に係る構成が簡略化されている。これにより、冷
媒配管を含むヒートポンプと、空気流入路と、空気流出路との構成が簡略化されている。
したがって、ヒートポンプを備えた衣類乾燥装置によれば、乾燥用空気を当該衣類乾燥装
置の外部に排出する前に、乾燥室を通過した後の空気の熱量を比較的簡易な構成によって
蒸発器で回収することができる。
【００２８】
　本発明に従った衣類乾燥装置は、第１の送風機と第２の送風機とをさらに備えているこ
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とが好ましい。第１の送風機は、凝縮器で加熱された空気を乾燥室へ送風するものである
ことが好ましい。また、第２の送風機は、空気流出路に配置され、蒸発器で冷却された空
気を空気循環経路の外部へ送風するものであることが好ましい。
【００２９】
　この構成によれば、第１の送風機により、空気循環経路において乾燥用空気を安定的に
循環させることができる。また、空気循環経路と空気流出路とのうちの蒸発器の前後にお
いて十分な静圧差が生じていない場合、または、蒸発器の上流側の静圧が大気圧に対して
それ程大きくない場合でも、第２の送風機により、必要な量の乾燥用空気を当該衣類乾燥
装置の外部に排出することができる。
【００３０】
　本発明に従った衣類乾燥装置は、空気流入路をさらに備えていることが好ましい。空気
流入路は、空気循環経路のうちの蒸発器と凝縮器との間の部分に形成された流入口を有し
且つ空気循環経路の外部から流入口を介して空気循環経路に空気を流入させるものである
ことが好ましい。
【００３１】
　この構成によれば、空気循環経路の外部の空気が、乾燥用空気のうちの蒸発器を通過し
た後の空気に混入される。つまり、被乾燥対象物の乾燥に用いられる空気には、空気循環
経路の外部から空気循環経路のうちの蒸発器よりも下流側に流入された空気が含まれる。
そのため、乾燥用空気が乾燥室に供給される前に、蒸発器で無駄に冷却されることがない
。これにより、凝縮器で空気の加熱に要するエネルギーを減らすことができ、消費電力を
抑制することが可能である。したがって、乾燥効率をさらに向上させることが可能である
。
【００３２】
　本発明に従った衣類乾燥装置は、開閉部をさらに備えていることが好ましい。開閉部は
、空気流入路に配置され、空気循環経路に流入させる空気の量を調整するものであること
が好ましい。
【００３３】
　この構成によれば、開閉部の作動に基づき、当該衣類乾燥装置の外部から空気循環経路
に流入する空気の量を調整することができる。
【発明の効果】
【００３４】
　以上のように、本発明によれば、ヒートポンプを備えた衣類乾燥装置であって、乾燥効
率を向上させることが可能な衣類乾燥装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明に従った衣類乾燥装置の一例であるドラム式洗濯乾燥機の構成を示す概略
図である。
【図２】本発明に従った衣類乾燥装置のヒートポンプの構成の一例を示す概略図である。
【図３】本発明に従った衣類乾燥装置の一例のうち、流入口と流出口とが閉塞された例に
係る冷凍サイクルの圧力－エンタルピ線図であって、乾燥運転の前半から後半への推移を
示す図である。
【図４】本発明に従った衣類乾燥装置の一例のうち、流入口と流出口とが閉塞された例に
係る空気循環経路の各部の静圧の分布を示すグラフである。
【図５】本発明に従った衣類乾燥装置のヒートポンプの構成の他の一例を示す概略図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　発明者は、鋭意研究の結果、衣類乾燥装置において、エネルギー上昇を抑制する目的で
はなく、乾燥効率を向上させる目的で、乾燥用空気の一部を外部に排出させることを思い
ついた。そして、発明者は、乾燥用空気を当該衣類乾燥装置の外部に排出させる前に、乾
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燥用空気が有する熱量を蒸発器で回収させることにより、衣類乾燥装置の乾燥効率の向上
が可能であることを見出した。本発明は、以上のような知見に基づいてなされたものであ
る。
【００３７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００３８】
　（第１実施形態）
　図１に、本発明に従った衣類乾燥装置の一例であるドラム式洗濯乾燥機１００を示す。
図１に示すように、ドラム式洗濯乾燥機１００は、外箱１を備えている。外箱１は、ドラ
ム式洗濯乾燥機１００の本体の外形を形成している。外箱１は略直方体形状を有している
。また、ドラム式洗濯乾燥機１００は水槽２と回転ドラム３と駆動部としてモータ４とを
備えている。
【００３９】
　回転ドラム３は、水平方向または水平方向から傾斜した方向に延びる回転軸線を中心に
回転する。回転ドラム３の材質としては、ステンレス鋼板が一般的に用いられている。回
転ドラム３の周壁３ａと底部３ｂとには、給水、排水および通気のための複数の小孔（図
示せず）が形成されている。周壁３ａは、回転ドラム３のうちの筒状の部分である。ドラ
ム式洗濯乾燥機１００では、周壁３ａは略円筒形状を有している。また、周壁３ａは、回
転軸線が延びる方向と平行な方向に延びている。
【００４０】
　周壁３ａには、複数のバッフル（図示せず）が配置されている。バッフルは、回転軸線
と略平行に延びている。また、バッフルは、回転軸線を中心とする円の半径方向の内方に
向かって周壁３ａから突出している。
【００４１】
　水槽２は、有底筒形状を有している。回転ドラム３は、水槽２の内部の空間に収容され
ている。水槽２の下部には、カウンターウェイト（図示せず）が取り付けられている。な
お、水槽２全体のバランスをとるため、複数個のカウンターウェイトが水槽２に取り付け
られていてもよい。また、カウンターウェイトは、水槽２の上部に取り付けられていても
よい。回転ドラム３の開口部の縁の外側には、図示しない液体バランサが取り付けられて
いる。
【００４２】
　回転ドラム３は、被乾燥対象物としての洗濯物５を収納する。回転ドラム３の底部３ｂ
の外側面には、駆動軸４１が固定されている。モータ４は、水槽２の底部３ｂの外側面に
取り付けられている。モータ４は、駆動軸４１に連結されている。
【００４３】
　ドラム式洗濯乾燥機１００は、ヒートポンプ７１を熱源として利用する衣類乾燥装置で
ある。図２に示すように、ヒートポンプ７１は、圧縮機１４と凝縮器１５と蒸発器部分１
７１と蒸発器部分１７２と膨張弁としての絞り部１６とを備えている。蒸発器部分１７１
は、第１の蒸発器部分の一例である。蒸発器部分１７２は、第２の蒸発器部分の一例であ
る。蒸発器部分１７１と蒸発器部分１７２とは、ヒートポンプ７１の蒸発器１７の一例で
ある。
【００４４】
　圧縮機１４は、冷媒を圧縮して冷媒の温度を上昇させる。凝縮器１５は、圧縮機１４に
よって圧縮された冷媒と空気とを熱交換させることによって空気を加熱させる。絞り部１
６は、空気を加熱させた冷媒の圧力を減圧する。蒸発器部分１７１と蒸発器部分１７２と
は、減圧された冷媒と空気とを熱交換させることによって空気を冷却させる。また、ヒー
トポンプ７１は、冷媒配管１８を備えている。冷媒配管１８は、圧縮機１４、凝縮器１５
、絞り部１６、蒸発器部分１７２、および、蒸発器部分１７１の順に冷媒が循環するよう
に、圧縮機１４と凝縮器１５と絞り部１６と蒸発器部分１７１と蒸発器部分１７２とを連
結する。凝縮器１５と蒸発器部分１７１と蒸発器部分１７２とは、例えばフィンチューブ
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型の熱交換器である。
【００４５】
　ドラム式洗濯乾燥機１００（図１参照）は、空気流出路１３１を備えている。空気流出
路１３１は、流出口１３１ａを有し、空気循環経路６０から流出口１３１ａを介して空気
循環経路６０の外部に空気を流出させる。流出口１３１ａは、空気循環経路６０のうちの
乾燥室３２と蒸発器部分１７１との間の部分に形成されている。
【００４６】
　図１に示すように、ドラム式洗濯乾燥機１００は、乾燥室３２とファン９と空気循環経
路６０と制御部２０とを備えている。回転ドラム３の内部の空間が乾燥室３２として機能
する。また、乾燥室３２には、凝縮器１５で加熱された空気が供給される。図１と図２と
を参照するように、空気循環経路６０は、乾燥室３２、蒸発器部分１７１、凝縮器１５、
および、乾燥室３２の順に空気が循環するように、ヒートポンプ７１と乾燥室３２とに接
続されている。
【００４７】
　第１の送風機の一例としてのファン９は、凝縮器１５で加熱された空気を乾燥室３２へ
送風する。図１と図２とを参照するように、空気循環経路６０を流れる乾燥用空気は、乾
燥室３２、蒸発器部分１７１、凝縮器１５、ファン９、および、乾燥室３２の順に循環す
る。
【００４８】
　空気循環経路６０のうち、ヒートポンプ７１の内部に配置された部分は、主流路６１で
ある。また、空気循環経路６０は、接続路６２と供給路６３とを有している。接続路６２
は、空気循環経路６０のうち、凝縮器１５とファン９との間を延びる部分である。供給路
６３は、空気循環経路６０のうち、ファン９と乾燥室３２との間を延びる部分である。主
流路６１においては、乾燥用空気は少なくとも凝縮器１５を通過する。主流路６１におい
ては、乾燥用空気が蒸発器部分１７１および凝縮器１５の順に流れる。
【００４９】
　蒸発器部分１７１は、主流路６１に配置され、且つ、主流路６１を流れる空気を冷却さ
せる。蒸発器部分１７２は、空気流出路１３１に配置され、且つ、空気流出路１３１を流
れる空気を冷却させる。また、ドラム式洗濯乾燥機１００（図１参照）は、ファン１９を
備えている。第２の送風機の一例としてのファン１９は、空気流出路１３１に配置されて
いる。ファン１９は、蒸発器部分１７２で冷却された空気を空気循環経路６０の外部へ送
風する。
【００５０】
　さらに、ドラム式洗濯乾燥機１００（図１参照）は、空気流入路１２１を備えている。
空気流入路１２１は、流入口１２１ａを有し、空気循環経路６０の外部から流入口１２１
ａを介して空気循環経路６０に空気を流入させる。流入口１２１ａは、空気循環経路６０
のうちの蒸発器部分１７１と凝縮器１５との間の部分に形成されている。ファン１９は、
空気流出路１３１において、蒸発器部分１７２よりも下流側に配置されている。
【００５１】
　ドラム式洗濯乾燥機１００（図１参照）は、温度湿度検知部２２を備えている。温度湿
度検知部２２は、空気循環経路６０のうち、例えば蒸発器部分１７１と凝縮器１５との間
を流通する空気の温度と相対湿度とを検知する。
【００５２】
　なお、温度湿度検知部２２の配置は、特に限定されない。温度湿度検知部２２は、空気
循環経路６０に配置されていればよい。温度湿度検知部２２は、空気循環経路６０を形成
する管状部材の外側に配置されていてもよく、内側に配置されていてもよい。また、複数
の温度湿度検知部２２が、空気循環経路６０に配置されていてもよい。
【００５３】
　また、図１に示すように、制御部２０は判定部２１を有している。ドラム式洗濯乾燥機
１００において、ドラム式洗濯乾燥機１００の運転に必要な制御についての判定は、判定
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部２１によって判断されている。制御部２０は、例えば温度湿度検知部２２（図２参照）
によって検知された乾燥用空気の温度と湿度とに基づき、ヒートポンプ７１とファン１９
とファン９とを制御する。また、モータ４が制御部２０に制御されることにより、回転ド
ラム３の回転、停止、および、回転数が調整される。
【００５４】
　ドラム式洗濯乾燥機１００は、開閉部８１（図２参照）を備えている。図２に示すよう
に、開閉部８１は、空気流入路１２１に配置され、空気循環経路６０に流入させる空気の
量を調整する。開閉部８１は、制御部２０（図１参照）に例えば電磁的または電子的に接
続されている。ドラム式洗濯乾燥機１００の外部の雰囲気空気の温度および湿度を含む状
態と、ヒートポンプ７１の状態および乾燥用空気の状態とを制御部２０が検知し、これら
の検知結果に基づいて、制御部２０が開閉部８１を制御する。
【００５５】
　開閉部８１の作動により、空気流入路１２１が開閉され、空気流入路１２１に流入する
空気の量が調整される。なお、空気循環経路６０の外部の雰囲気空気の温度および湿度を
含む状態を検知するセンサ（図示せず）等は、ドラム式洗濯乾燥機１００において所望の
位置に配置されている。なお、開閉部８１は、空気流入路１２１のうちの開閉部８１より
も上流側の静圧と、主流路６１のうちの蒸発器部分１７１と凝縮器１５との間の静圧との
差に基づき、作動するものであってもよい。
【００５６】
　以上にように構成されたドラム式洗濯乾燥機１００が洗濯物５を乾燥させるための動作
について説明する。まず、モータ４が駆動されることによって回転ドラム３が回転される
と共に、ファン９とヒートポンプ７１との駆動が開始される。乾燥用空気は、ファン９が
発生させる気流により、二点鎖線にて示す矢印のように空気循環経路６０を流れる。なお
、図１および図２にて示す二点鎖線の矢印は、気流が流れる方向を概略的に示すものであ
り、気流の速度または規模を示すものではない。
【００５７】
　ファン９が発生させた気流により、乾燥室３２に流入した空気は、乾燥室３２で撹拌さ
れる洗濯物５から水分を得て、ヒートポンプ７１へ向かって空気循環経路６０を流通する
。空気循環経路６０からヒートポンプ７１へ流入した空気の一部は、蒸発器部分１７１で
露点以下に除湿される。除湿された後の空気は、凝縮器１５で加熱されて高温化且つ低湿
度化され、乾燥用空気として再び乾燥室３２に流入する。このような空気の流れが繰り返
されることにより、洗濯物５の乾燥が進行する。
【００５８】
　一方、乾燥室３２から空気循環経路６０を介してヒートポンプ７１へ流入した空気の他
の一部は、蒸発器部分１７１を通過せずに、流出口１３１ａを介して空気流出路１３１に
流出する。空気循環経路６０から空気流出路１３１に流出した空気は、蒸発器部分１７２
を通過する。蒸発器部分１７２を通過する空気は、蒸発器部分１７２において除湿される
。このように、ドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出される空気は、蒸発器部分１７２
にて除湿された後のものである。このように、ドラム式洗濯乾燥機１００は、乾燥用空気
がドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出される前に、乾燥用空気の熱量を蒸発器部分１
７２で回収することができる。すなわち、ドラム式洗濯乾燥機１００は、空気循環経路６
０を循環する乾燥用空気のうち、蒸発器１７を通過した乾燥用空気の一部を凝縮器１５に
流通させ、蒸発器１７を通過した乾燥用空気の他の一部を凝縮器１５に流通させずにドラ
ム式洗濯乾燥機１００の外部に排出させる。
【００５９】
　開閉部８１は、ドラム式洗濯乾燥機１００が洗濯物５を乾燥させるように運転している
場合には、空気流入路１２１を開放する。これにより、空気流入路１２１に雰囲気空気が
流入する。空気流入路１２１に流入した雰囲気空気は、流入口１２１ａを介して空気循環
経路６０の主流路６１に流入する。このように、ドラム式洗濯乾燥機１００の乾燥の運転
が継続している場合に開閉部８１が空気流入路１２１を開放しているときには、空気流入
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路１２１から主流路６１に流入される空気と、主流路６１から空気流出路１３１に流出さ
れる空気とにより、空気循環経路６０の外部の空気と主流路６１を流れる空気とが入れ替
えられている。
【００６０】
　次に、ヒートポンプ７１の冷凍サイクルと乾燥用空気との熱交換について説明する。圧
縮機１４によって高温化且つ高圧化された気体状態の冷媒（Ｒ１３４ａ）は、凝縮器１５
へ送られる。凝縮器１５において、冷媒の熱量が乾燥用空気へ放熱されることにより、冷
媒の液化が進行する。凝縮器１５を通過した冷媒は、絞り部１６で減圧される。絞り部１
６において、減圧と流量が制御された冷媒は、熱量を放出して、低温且つ低圧の液体に変
化する。蒸発器部分１７２では、乾燥室３２からヒートポンプ７１に戻ってきた空気のう
ち、空気流出路１３１を流れる空気から蒸発器部分１７２が熱量を回収することにより、
冷媒のガス化が進行する。また、蒸発器部分１７１では、乾燥室３２からヒートポンプ７
１に戻ってきた空気のうち、主流路６１を流れる空気から蒸発器部分１７１が熱量を回収
することにより、冷媒のガス化が進行する。
【００６１】
　なお、空気循環経路６０の外部の雰囲気空気の温度と湿度とによっては、空気循環経路
６０の空気の一部と雰囲気空気とを入れ替える場合に、ドラム式洗濯乾燥機１００におい
て乾燥効率が低下してしまう。具体的には、主流路６１のうちの蒸発器部分１７１と凝縮
器１５との間の部分の温度よりも雰囲気空気の温度が低温の場合には、空気循環経路６０
の主流路６１を流れる空気の一部と雰囲気空気とを入れ替えることは好ましくない。
【００６２】
　空気循環経路６０を流れる空気の一部を雰囲気空気と入れ替えない場合には、開閉部８
１によって空気流入路１２１を閉塞させることにより、空気流入路１２１からは主流路６
１に空気が流入することが無い。また、空気流出路１３１において、空気流出路１３１を
介して主流路６１に雰囲気空気が流入しない程度にファン１９を作動させることにより、
空気流出路１３１の空気の流れを遮断することができる。また、ドラム式洗濯乾燥機１０
０が、洗濯物５を乾燥させるように運転している場合には、ファン９が作動している。こ
のような開閉部８１とファン１９とファン９との作動により、雰囲気空気の状態および乾
燥用空気の状態に応じて、または、雰囲気空気の状態もしくは乾燥用空気の状態に応じて
、空気の入れ替えを調整することができる。このように、ドラム式洗濯乾燥機１００は、
乾燥効率の向上が図られている。
【００６３】
　一方、以下では、空気循環経路６０を流れる空気の一部が雰囲気空気と入れ替えられな
い場合について説明する。例えば、標準試験環境（気温；２０℃、６５％ＲＨ）において
、流入口１２１ａと流出口１３１ａとが閉塞されているドラム式洗濯乾燥機１００（図１
参照）を用いて、洗濯物５の乾燥行程を行う。この乾燥行程においては、乾燥重量が６ｋ
ｇである洗濯物５を用いて、ファン９を２４００ｒｐｍで回転させている。
【００６４】
　流入口１２１ａと流出口１３１ａとが閉塞されたドラム式洗濯乾燥機１００の乾燥の運
転を長時間継続する場合は、圧縮機１４を駆動するためにドラム式洗濯乾燥機１００の外
部から加えられた電力と、ドラム式洗濯乾燥機１００の外部へ自然に放出される熱量との
差だけドラム式洗濯乾燥機１００の全体のエネルギーが上昇していく。そのため、乾燥用
空気をそのまま循環し続ける場合には、乾燥用空気全体が有する熱量が増加するとともに
、ヒートポンプ７１を循環する冷媒の熱量が増加して冷媒の圧力が増加する。その結果、
乾燥運転の後半の冷凍サイクルは、乾燥運転の前半のものに比べて、次第に高圧側に移動
する（図３参照）。
【００６５】
　このままドラム式洗濯乾燥機１００の運転を続けることにより、冷媒の圧力が圧縮機１
４の過負荷の上限値に達する場合には、安全装置（図示せず）等を作動させることによっ
てドラム式洗濯乾燥機１００の運転を停止させる必要がある。そのため、ドラム式洗濯乾
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燥機１００の運転の途中で、ドラム式洗濯乾燥機１００の全体のエネルギーの上昇を抑制
する必要がある。しかしながら、乾燥行程の途中で圧縮機１４の回転数を２４００ｒｐｍ
から例えば２１５０ｒｐｍに低下させることにより、圧縮機１４の吐出部（図示せず）の
圧力が上昇することが抑制され且つ吐出部の圧力が略一定の状態で推移する。なお、当該
試験環境下において、圧縮機１４の吐出部の圧力が略一定の状態であるときの蒸発器部分
１７１と凝縮器１５との間の部分（以下、Ｂという）の乾燥用空気の温度は約１８℃であ
り、相対湿度は１００％ＲＨであった。
【００６６】
　図４は、当該試験環境下において、空気循環経路６０のうち、ファン９と蒸発器部分１
７１との間の部分（以下、Ｃという）の静圧と、ファン９の下流側の部分（以下、Ｄとい
う）の静圧と、蒸発器部分１７１の上流側の部分（以下、Ａという）の静圧との分布を示
すグラフである。図４に示すように、Ｄの静圧が他の部分の静圧に比べて最も高く、乾燥
室３２（図１参照）、Ａ、Ｂ、および、Ｃの順に乾燥用空気が流れることにより、Ａ、Ｂ
、および、Ｃの順に静圧が低下していく。
【００６７】
　当該試験環境下においては、Ｂを流通する空気、つまり、約１８℃の温度と１００％Ｒ
Ｈの相対湿度を有する空気を凝縮器１５で加熱させ、凝縮器１５で加熱された空気を用い
て洗濯物を乾燥させている。この約１８℃の温度と１００％ＲＨの相対湿度を有する空気
を凝縮器１５で加熱させるよりも、当該試験環境下において２０℃の温度と６５％ＲＨの
相対湿度とを有する雰囲気空気を凝縮器１５で加熱させた方が、乾燥効率の向上が可能で
ある。ただし、蒸発器１７を通過した後に、乾燥用空気のすべてをドラム式洗濯乾燥機１
００の外部に排出するような、いわゆるオープン型の構成を有する衣類乾燥装置において
は、当該衣類乾燥装置の周辺に高湿度の空気が大量に放出されることにより、カビを発生
させる等の不具合が生じる。
【００６８】
　ゆえに、ドラム式洗濯乾燥機１００は、図２に示すように流入口１２１ａと流出口１３
１ａとが開放されている。流入口１２１ａと流出口１３１ａとが開放されたドラム式洗濯
乾燥機１００の構成では、上述のように、空気流出路１３１から乾燥用空気の一部を流出
させることができる。蒸発器部分１７２は、空気循環経路６０から空気流出路１３１に流
出される乾燥用空気の一部から熱量を回収する。例えば、蒸発器部分１７１と蒸発器部分
１７２とが略同程度の熱交換性能を有している場合は、ドラム式洗濯乾燥機１００の外部
には、約１８℃の温度と１００％ＲＨの相対湿度とを有する空気が空気流出路１３１を介
して排出される。また、空気流入路１２１からは、排出される空気よりも高い温度と低い
相対湿度とを有する雰囲気空気が流入される。このように、ドラム式洗濯乾燥機１００で
は、空気循環経路６０の空気の一部と雰囲気空気とが入れ替えられることにより、乾燥効
率の向上が可能である。
【００６９】
　以上のように、第１実施形態のドラム式洗濯乾燥機１００は、ヒートポンプ７１と、乾
燥室３２と、空気循環経路６０とを備えている。ヒートポンプ７１は、圧縮機１４と、凝
縮器１５と、絞り部１６と、蒸発器１７と、冷媒配管１８とを含む。圧縮機１４は、冷媒
を圧縮して冷媒の温度を上昇させる。凝縮器１５は、圧縮機１４によって圧縮された冷媒
と空気とを熱交換させることによって空気を加熱させる。絞り部１６は、空気を加熱させ
た冷媒の圧力を減圧する。蒸発器１７は、減圧された冷媒と空気とを熱交換させることに
よって空気を冷却させる。冷媒配管１８は、圧縮機１４、凝縮器１５、絞り部１６、およ
び、蒸発器１７の順に冷媒が循環するように、圧縮機１４と凝縮器１５と絞り部１６と蒸
発器１７とを連結する。
【００７０】
　乾燥室３２は、洗濯物５を収納する。乾燥室３２には、凝縮器１５で加熱された空気が
供給される。空気循環経路６０は、乾燥室３２、蒸発器１７、凝縮器１５、および、乾燥
室３２の順に空気が循環するように、ヒートポンプ７１と乾燥室３２とに接続されている
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。また、ドラム式洗濯乾燥機１００は、空気循環経路６０を循環する乾燥用空気のうち、
蒸発器１７を通過した乾燥用空気の一部を凝縮器１５に流通させ、蒸発器１７を通過した
乾燥用空気の他の一部を凝縮器１５に流通させずにドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排
出させる。
【００７１】
　ドラム式洗濯乾燥機１００によれば、乾燥用空気の一部は、蒸発器１７を通過した後に
ドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出される。このように、乾燥用空気がドラム式洗濯
乾燥機１００の外部に排出される前に、乾燥用空気の熱量が蒸発器１７で回収されること
により、ヒートポンプ７１の冷媒の温度と圧力とを維持することができる。そのため、ド
ラム式洗濯乾燥機１００によれば、乾燥効率を向上させることが可能である。
【００７２】
　ドラム式洗濯乾燥機１００は、空気流出路１３１を備えている。空気流出路１３１は、
空気循環経路６０のうちの乾燥室３２と蒸発器１７のうちの蒸発器部分１７１との間の部
分に形成された流出口１３１ａを有している。また、空気流出路１３１は、空気循環経路
６０から流出口１３１ａを介して空気循環経路６０の外部に空気を流出させる。また、ド
ラム式洗濯乾燥機１００において、空気循環経路６０は主流路６１を有している。主流路
６１において、乾燥用空気は少なくとも凝縮器１５を通過する。さらに、ドラム式洗濯乾
燥機１００において、蒸発器１７は、蒸発器部分１７１と蒸発器部分１７２とを有してい
る。蒸発器部分１７１は、主流路６１に配置され且つ主流路６１を流れる空気を冷却させ
る。蒸発器部分１７２は、空気流出路１３１に配置され且つ空気流出路１３１を流れる空
気を冷却させる。
【００７３】
　この構成によれば、空気循環経路６０を流れる乾燥用空気の一部は、主流路６１に配置
された蒸発器部分１７１を通過した後に凝縮器１５を通過する。また、空気循環経路６０
を流れる乾燥用空気の他の一部は、空気循環経路６０から流出口１３１ａを介して空気流
出路１３１に流出する。空気流出路１３１に流出した乾燥用空気は、蒸発器部分１７２を
通過した後にドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出される。このように、ドラム式洗濯
乾燥機１００によれば、乾燥用空気がドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出される前に
、空気流出路１３１に配置された蒸発器部分１７２で乾燥用空気の熱量を回収することが
できる。これにより、ヒートポンプ７１の冷媒の温度と圧力とを維持することができる。
【００７４】
　ドラム式洗濯乾燥機１００は、ファン９とファン１９とを備えている。ファン９は、凝
縮器１５で加熱された空気を乾燥室３２へ送風する。ファン１９は、空気流出路１３１に
配置されている。また、ファン１９は、蒸発器部分１７２で冷却された空気を空気循環経
路６０の外部へ送風する。
【００７５】
　この構成によれば、ファン９により、空気循環経路６０において乾燥用空気を安定的に
循環させることができる。また、乾燥用空気を流出させるために必要な十分な静圧差が、
蒸発器部分１７２の前後において生じていない場合でも、ファン１９の作動により、必要
な量の乾燥用空気をドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出することができる。
【００７６】
　ドラム式洗濯乾燥機１００において、圧縮機１４と凝縮器１５と絞り部１６と蒸発器部
分１７１と蒸発器部分１７２とは、圧縮機１４、凝縮器１５、絞り部１６、蒸発器部分１
７２、および、蒸発器部分１７１の順に冷媒が循環するように、冷媒配管１８によって連
結されている。
【００７７】
　一般的に、蒸発器の内部において冷媒が気液二相を維持し、蒸発器の出口において全て
の冷媒を蒸発させることができる場合には、蒸発器の熱交換効率を最大限に発揮すること
ができる。しかしながら、圧縮機が液状の冷媒を吸い込むことを回避する必要があるため
、蒸発器の出口よりも上流側で冷媒の蒸発を完了するように絞り部の開度等が制御される
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。そのため、蒸発器の最終段では、熱交換性能が低下する。なお、圧縮機の回転数が上昇
される方向、絞り部の開度が大きくされる方向、または、蒸発器と乾燥用空気の熱交換量
が増大する方向は、蒸発器の冷媒配管において気相領域が拡大する方向である。
【００７８】
　一方、ドラム式洗濯乾燥機１００の構成によれば、蒸発器１７の最終段を含む蒸発器部
分１７１が、冷媒配管１８によって蒸発器部分１７２に接続されている。これにより、蒸
発器１７の最終段が蒸発器部分１７２に含まれないように、ヒートポンプ７１を構成する
ことができる。すなわち、通常の制御範囲において、蒸発器部分１７２には、熱交換性能
が低下する部分が含まれない。そのため、空気流出路１３１を流通する空気は、空気流出
路１３１からドラム式洗濯乾燥機１００の外部に流出される空気の熱量が蒸発器部分１７
２において十分に回収されたうえで、ドラム式洗濯乾燥機１００の外部に流出される。す
なわち、ドラム式洗濯乾燥機１００の構成によれば、蒸発器１７のうちの蒸発器部分１７
２によって十分に熱交換された空気がドラム式洗濯乾燥機１００の外部に流出される。言
い換えると、十分に熱交換されなかった空気がドラム式洗濯乾燥機１００の外部に流出さ
れることを回避することができる。このように、ドラム式洗濯乾燥機１００の構成によれ
ば、蒸発器１７の最終段を含まない蒸発器部分１７２によって空気が十分に熱交換される
とともに、最終段を含む蒸発器部分１７１によっても乾燥用空気が熱交換されるため、蒸
発器部分１７１と蒸発器部分１７２とよって乾燥用空気の熱量を確実に回収することがで
きる。なお、ここでいう通常の制御範囲とは、蒸発器１７の出口よりも上流側で冷媒の蒸
発を完了するように絞り部１６の開度等を制御する範囲を指す。制御が不十分である場合
には、蒸発器部分１７１の内部全体と蒸発器部分１７２の一部とにおいて冷媒が気相状態
となる。
【００７９】
　ドラム式洗濯乾燥機１００は、空気流入路１２１をさらに備えている。空気流入路１２
１は、空気循環経路６０のうちの蒸発器１７と凝縮器１５との間の部分に形成された流入
口１２１ａを有し且つ空気循環経路６０の外部から流入口１２１ａを介して空気循環経路
６０に空気を流入させる。
【００８０】
　この構成によれば、空気循環経路６０の外部の空気が、乾燥用空気のうちの蒸発器１７
を通過した後の空気に混入される。つまり、洗濯物５の乾燥に用いられる空気には、空気
循環経路６０の外部から空気循環経路６０のうちの蒸発器１７よりも下流側に流入された
空気が含まれる。そのため、乾燥用空気が乾燥室３２に供給される前に、蒸発器１７で無
駄に冷却されることがない。これにより、凝縮器１５で空気の加熱に要するエネルギーを
減らすことができ、消費電力を抑制することが可能である。したがって、乾燥効率をさら
に向上させることが可能である。
【００８１】
　ドラム式洗濯乾燥機１００は、開閉部８１を備えている。開閉部８１は、空気流入路１
２１に配置され、空気循環経路６０に流入させる空気の量を調整する。
【００８２】
　この構成によれば、開閉部８１の作動に基づき、ドラム式洗濯乾燥機１００の外部から
空気循環経路６０に流入する空気の量を調整することができる。
【００８３】
　なお、ドラム式洗濯乾燥機１００において制御部２０が配置される位置は、特に限定さ
れない。図１に示す制御部２０は、概略的に示されるものであって、上述のように所望の
機能を奏するものであればよい。
【００８４】
　ドラム式洗濯乾燥機１００において、ファン９の駆動量とファン１９の駆動量とは、調
整可能である。少なくともファン１９の駆動量が調整されることにより、空気循環経路６
０から空気流出路１３１に流出させる高湿度の空気の量を調整することができる。また、
ドラム式洗濯乾燥機１００の運転の開始から終了までの間において、例えば所定の時間ご
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とにそれぞれ異なる駆動量でファン１９が駆動するように、ファン１９の駆動量が調整さ
れることにより、各所定の時間に応じた量の空気を空気循環経路６０から排出させること
ができる。
【００８５】
　（第２実施形態）
　以下では、本発明に従った衣類乾燥装置のヒートポンプの他の一例としてのヒートポン
プ７２について、図５を用いて説明する。なお、以下において、第１実施形態に係るドラ
ム式洗濯乾燥機１００と同一の構成のものには同符号を付し、その説明を省略する。
【００８６】
　ヒートポンプ７２は、ドラム式洗濯乾燥機１００において、ヒートポンプ７１（図１参
照）と例えば略同一の位置に配置されている。図５に示すように、ヒートポンプ７２は、
圧縮機２４と凝縮器２５と蒸発器２７と膨張弁としての絞り部２６とを備えている。蒸発
器２７は、ヒートポンプ７２の蒸発器の一例である。
【００８７】
　圧縮機２４は、冷媒を圧縮して冷媒の温度を上昇させる。凝縮器２５は、圧縮機２４に
よって圧縮された冷媒と空気とを熱交換させることによって空気を加熱させる。絞り部２
６は、空気を加熱させた冷媒の圧力を減圧する。蒸発器２７は、減圧された冷媒と空気と
を熱交換させることによって空気を冷却させる。また、冷媒配管２８は、圧縮機２４、凝
縮器２５、絞り部２６、および、蒸発器２７の順に冷媒が循環するように、圧縮機２４と
凝縮器２５と絞り部２６と蒸発器２７とを連結する。凝縮器２５と蒸発器２７とは、例え
ばフィンチューブ型の熱交換器である。蒸発器２７は、主流路６１に配置され、且つ、主
流路６１を流れる空気を冷却させる。
【００８８】
　空気循環経路６０は、乾燥室３２（図１参照）、蒸発器２７、凝縮器２５、および、乾
燥室３２の順に空気が循環するように、ヒートポンプ７２と乾燥室３２とに接続されてい
る。また、ファン９は、凝縮器２５で加熱された空気を乾燥室３２へ送風する。空気循環
経路６０を流れる乾燥用空気は、乾燥室３２、蒸発器２７、凝縮器２５、ファン９、およ
び、乾燥室３２の順に循環する。主流路６１において、乾燥用空気は、蒸発器２７および
凝縮器１５の順に流れる。
【００８９】
　ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００は、空気流出路１３２をさらに備
えている。空気流出路１３２は、流出口１３２ａを有し、空気循環経路６０から流出口１
３２ａを介して空気循環経路６０の外部に空気を流出させる。流出口１３２ａは、空気循
環経路６０のうちの蒸発器２７と凝縮器２５との間の部分に形成されている。
【００９０】
　また、ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００は、ファン２９をさらに備
えている。第２の送風機の一例としてのファン２９は、空気流出路１３２に配置されてい
る。また、ファン２９の作動により、蒸発器２７で冷却された空気が空気循環経路６０の
外部へ送風される。
【００９１】
　さらに、ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００は、空気流入路１２２を
さらに備えている。空気流入路１２２は、流入口１２２ａを有し、空気循環経路６０の外
部から流入口１２２ａを介して空気循環経路６０に空気を流入させる。流入口１２２ａは
、空気循環経路６０のうちの蒸発器２７と凝縮器１５との間の部分に形成されている。空
気流入路１２２を介して主流路６１に流入した雰囲気空気は、流入口１２２ａ付近で、方
向Ｄ1に流れることによって凝縮器２５に向かって主流路６１を移動する。一方、蒸発器
２７を通過した乾燥用空気の一部は、流出口１３２ａ付近で方向Ｄ2に流れることにより
、主流路６１から空気流出路１３２に流出する。
【００９２】
　ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００は、開閉部８２をさらに備えてい
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る。開閉部８２の構成および作動原理は、ヒートポンプ７１を備えたドラム式洗濯乾燥機
１００の開閉部８１のものと同様である。
【００９３】
　なお、主流路６１のうちの蒸発器２７と凝縮器２５との間の部分の静圧が、ドラム式洗
濯乾燥機１００の外部の静圧（つまり大気圧）に比べて負圧である場合は、ファン２９を
常に作動させる必要がある。この場合にファン２９が作動していないときには、蒸発器２
７を通過した後の乾燥用空気の一部が、空気流出路１３２を介してドラム式洗濯乾燥機１
００の外部に流出し難い。そのため、ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１０
０においては、ファン２９を常に作動させておくことが好ましい。
【００９４】
　しかしながら、ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００では、主流路６１
のうちの蒸発器２７と凝縮器２５との間の部分に、空気流入路１２２と空気流出路１３２
とが接続されている。そのため、空気流入路１２２から流入した雰囲気空気の一部が、凝
縮器２５に向かって移動せずに、空気流出路１３２から流出するような事態が起こる。こ
のような事態を回避するために、流入口１２２ａと流出口１３２ａとは、主流路６１にお
いて可能な限り離れた位置に形成されていることが好ましい。例えば、流入口１２２ａと
凝縮器２５との間隔が、流出口１３２ａと蒸発器２７との間隔よりも狭いように、流入口
１２２ａと流出口１３２ａとが主流路６１に形成されていることにより、このような事態
を回避することができる。
【００９５】
　以上のように、第２実施形態のドラム式洗濯乾燥機１００のヒートポンプ７２は、圧縮
機２４と、凝縮器２５と、絞り部２６と、蒸発器２７と、冷媒配管２８とを含む。圧縮機
２４は、冷媒を圧縮して冷媒の温度を上昇させる。凝縮器２５は、圧縮機２４によって圧
縮された冷媒と空気とを熱交換させることによって空気を加熱させる。絞り部２６は、空
気を加熱させた冷媒の圧力を減圧する。蒸発器２７は、減圧された冷媒と空気とを熱交換
させることによって空気を冷却させる。冷媒配管２８は、圧縮機２４、凝縮器２５、絞り
部２６、および、蒸発器２７の順に冷媒が循環するように、圧縮機２４と凝縮器２５と絞
り部２６と蒸発器２７とを連結する。
【００９６】
　空気循環経路６０は、乾燥室３２、蒸発器２７、凝縮器２５、および、乾燥室３２の順
に空気が循環するように、ヒートポンプ７２と乾燥室３２とに接続されている。また、ド
ラム式洗濯乾燥機１００は、空気循環経路６０を循環する乾燥用空気のうち、蒸発器２７
を通過した乾燥用空気の一部を凝縮器２５に流通させ、蒸発器２７を通過した乾燥用空気
の他の一部を凝縮器２５に流通させずにドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出させる。
【００９７】
　ドラム式洗濯乾燥機１００によれば、乾燥用空気の一部は、蒸発器２７を通過した後に
ドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出される。このように、乾燥用空気がドラム式洗濯
乾燥機１００の外部に排出される前に、乾燥用空気の熱量が蒸発器２７で回収されること
により、ヒートポンプ７２の冷媒の温度と圧力とを維持することができる。そのため、ド
ラム式洗濯乾燥機１００によれば、乾燥効率を向上させることが可能である。
【００９８】
　また、ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００は、空気流出路１３２を備
えている。空気流出路１３２は、空気循環経路６０のうちの蒸発器２７と凝縮器２５との
間の部分に形成された流出口１３２ａを有している。空気流出路１３２は、空気循環経路
６０から流出口１３２ａを介して空気循環経路６０の外部に空気を流出させる。
【００９９】
　この構成によれば、空気循環経路６０を流れる乾燥用空気の一部は、蒸発器２７を通過
した後に凝縮器２５を通過する。また、空気循環経路６０を流れる乾燥用空気の他の一部
は、蒸発器２７を通過した後に流出口１３２ａを介して空気流出路１３２に流出する。空
気循環経路６０から空気流出路１３２に流出した乾燥用空気は、ドラム式洗濯乾燥機１０
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【０１００】
　また、この構成によれば、ヒートポンプ７２は、蒸発器の一例としての蒸発器２７の他
に他の蒸発器を備えておらず、蒸発器２７および冷媒配管２８に係る構成が簡略化されて
いる。これにより、冷媒配管２８を含むヒートポンプ７２と、空気流入路１２２と、空気
流出路１３２との構成が簡略化されている。したがって、ヒートポンプ７２を備えたドラ
ム式洗濯乾燥機１００によれば、乾燥用空気をドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出す
る前に、乾燥室３２を通過した後の空気の熱量を比較的簡易な構成によって蒸発器２７で
回収することができる。
【０１０１】
　ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００は、ファン９とファン２９とを備
えている。ファン９は、凝縮器２５で加熱された空気を乾燥室３２へ送風する。また、フ
ァン２９は、空気流出路１３２に配置され、蒸発器２７で冷却された空気を空気循環経路
６０の外部へ送風する。
【０１０２】
　この構成によれば、ファン９により、空気循環経路６０において乾燥用空気を安定的に
循環させることができる。また、空気循環経路６０と空気流出路１３２とのうちの蒸発器
２７の前後において十分な静圧差が生じていない場合、または、主流路６１のうちの蒸発
器２７と凝縮器２５との間の部分の静圧が大気圧に対してそれ程大きくない場合でも、第
２の送風機により、必要な量の乾燥用空気をドラム式洗濯乾燥機１００の外部に排出する
ことができる。
【０１０３】
　ヒートポンプ７２を備えたドラム式洗濯乾燥機１００は、空気流入路１２２を備えてい
る。空気流入路１２２は、空気循環経路６０のうちの蒸発器２７と凝縮器２５との間の部
分に形成された流入口１２２ａを有し且つ空気循環経路６０の外部から流入口１２２ａを
介して空気循環経路６０に空気を流入させる。
【０１０４】
　この構成によれば、空気循環経路６０の外部の空気が、乾燥用空気のうちの蒸発器２７
を通過した後の空気に混入される。つまり、洗濯物５の乾燥に用いられる空気には、空気
循環経路６０の外部から空気循環経路６０のうちの蒸発器２７よりも下流側に流入された
空気が含まれる。そのため、乾燥用空気が乾燥室３２に供給される前に、蒸発器２７で無
駄に冷却されることがない。これにより、凝縮器２５で空気の加熱に要するエネルギーを
減らすことができ、消費電力を抑制することが可能である。したがって、乾燥効率をさら
に向上させることが可能である。
【０１０５】
　以上に開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考慮
されるべきである。本発明の範囲は、以上の実施の形態ではなく、特許請求の範囲によっ
て示され、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての修正と変形を含むもの
である。
【符号の説明】
【０１０６】
　５：洗濯物、９：ファン、１４，２４：圧縮機、１５，２５：凝縮器、１６，２６：絞
り部、１７，２７：蒸発器、１８，２８：冷媒配管、１９，２９：ファン、３２：乾燥室
、６０：空気循環経路、６１：主流路、７１，７２：ヒートポンプ、８１，８２：開閉部
、１００：ドラム式洗濯乾燥機、１２１ａ，１２２ａ：流入口、１２１，１２２：空気流
入路、１３１ａ，１３２ａ：流出口、１３１，１３２：空気流出路、１７１：蒸発器部分
、１７２：蒸発器部分
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